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９ 月 定 例 会

２

令和２年度の

　　　　決算を認定

【
歳
入
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
や
、
特
別
給
付

金
給
付
事
業
補
助
金
な
ど

の
国
庫
支
出
金
が
前
年
比

２
５
８
・
８
％
と
大
き
く

増
加
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
会
津
高
原

星
の
郷
ホ
テ
ル
建
設
事
業

や
防
災
行
政
無
線
設
備
更

新
事
業
と
い
っ
た
大
規
模

事
業
に
加
え
、
小
・
中
学

校
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
環
境
整
備
事
業
や
、
第

三
セ
ク
タ
ー
支
援
事
業
な

ど
、
年
度
途
中
で
実
施
す

る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
の

財
源
と
し
て
発
行
し
た
地

方
債
が
前
年
度
比
39
・
８
％

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
南
会
津
地
方
広

域
市
町
村
圏
組
合
ふ
る
さ

と
市
町
村
圏
基
金
返
還
金

に
よ
り
財
産
収
入
が
前
年

度
比
９
８
２
・
６
％
増
加
し

た
影
響
に
よ
り
、
総
体
で

26
・
９
％
の
増
加
と
な
り

決

算

の

あ

ら

ま

し

令

和

元

年

度

と

比

較

【
歳
出
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
事
業
な

ど
に
よ
り
補
助
費
等
が

１
１
５
・
３
％
増
加
と
な
っ

た
ほ
か
、
繰
越
事
業
を
含

め
た
大
規
模
事
業
が
年
内

に
重
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、

普
通
建
設
事
業
費
が
前
年

度
比
16
・
８
％
増
加
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
南
会
津
地
方
広

域
市
町
村
圏
組
合
ふ
る
さ

と
市
町
村
圏
基
金
返
還
金

を
基
金
へ
積
み
立
て
た
こ

と
に
よ
り
積
立
金
が
前
年

度
比
１
７
９
・
１
％
増
加
、

そ
の
ほ
か
少
雪
だ
っ
た
前

年
度
よ
り
除
雪
関
連
経
費

が
増
加
し
た
こ
と
に
伴
い

維
持
補
修
費
が
前
年
度
比

97
・
５
％
増
加
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
総
体
と
し
て

前
年
度
比
28
・
８
％
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。

令和２年度一般会計・特別会計決算令和２年度一般会計・特別会計決算

ま
し
た
。



９ 月 定 例 会

３

　令和３年第３回定例会が、９月１０日から１７日までの８日間の会期で開催
され、町から条例の改正２件、令和２年度決算認定７件、令和３年度補正予算
４件、その他の議案や報告など４件が提出されました。
　また、追加議案として議会から議員提出議案１件、委員会提出議案 1 件が提
出され、慎重審議の結果、全ての議案が可決されました。

決

算

審

査

の

意

見

　

自
主
財
源
で
あ
る
町
税

な
ど
の
未
納
額
が
依
然
と

し
て
発
生
し
て
い
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、

介
護
保
険
料
、
保
育
料
、

町
営
住
宅
使
用
料
、
水
道

使
用
料
に
つ
い
て
は
前
年

度
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
町
税
、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
、
下
水
道
使

用
料
に
つ
い
て
は
前
年
度

よ
り
増
加
し
て
い
る
状
況

で
す
。

　

町
民
負
担
の
公
平
性
の

確
保
と
受
益
者
負
担
の
原

則
か
ら
、
未
納
対
策
な
ど

収
納
率
の
向
上
に
鋭
意
努

力
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

渡部弘明 代表監査委員

行
財
政
改
革
の
さ
ら
な
る
推
進
を

　

今
後
も
普
通
交
付
税
な

ど
一
般
財
源
の
減
少
や
人

口
の
減
少
に
よ
り
、
行
財

政
改
革
の
さ
ら
な
る
推
進

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　

限
ら
れ
た
財
源
を
効
率

的
・
効
果
的
に
活
用
す
る

こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
町

民
の
立
場
に
立
っ
た
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
南

会
津
町
の
実
現
の
た
め

に
、
各
課
は
役
割
を
認
識

し
、
着
実
に
第
２
次
南
会

津
町
総
合
振
興
計
画
の
目

標
達
成
に
向
か
っ
て
努
力

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

社
会
の
急
激
な
改
革
に

乗
り
遅
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
時
代
を
先
取
り
し
、

町
の
大
い
な
る
躍
進
を
願

い
決
算
審
査
の
意
見
と
い

た
し
ま
す
。

【
決
算
審
査
結
果
報
告
よ
り

一
部
抜
粋
】

令和２年度一般会計・特別会計決算
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令和２年度
一般会計決算

歳入総額
　１７２億８，５６０万１千円

歳出総額
　１６８億８，５３１万７千円

１０００分の１にして
家計簿に置き換えてみると・・・

町 の 家 計 簿
ー　収　　入　ー

（前年度との対比額）

給　　料
【町税】 153万円 （－５万円）

パート収入
【負担金・使用料・手数料など】 12万円 （ー 2万円）

親からの仕送り
【地方交付税・国県支出金など】 1,127万円 （＋ 248万円）

金融機関からの借り入れ
【町債】 245万円 （＋ 70万円）

その他の収入・貯金引出
【寄附金・繰入金・繰越金・諸収入】 131万円 （＋１万円）

不動産収入
【財産収入】 60万円 （＋ 54万円 ）

１年間の収入合計 1,728万円 （＋ 336万円）

ー　支　　出　－
（前年度との対比額）

食　　費
【人件費】 211万円 （＋ 21 万円）

養育費・医療費など
【物件費・補助費など】 597万円 （＋ 208万円）

水道光熱費・日用品の購入
【扶助費】 95万円 （－4万円）

車の修理代など
【維持補修費】 66万円 （＋ 33万円）

子どもへの仕送り
【他会計への繰出金】 109万円 （＋１万円）

貯　　金
【積立金】 83万円 （＋ 53万円）

生命保険など
【投資・出資・貸付金】 15万円 （＋ 13万円）

家屋の増改築など
【普通建設事業費】 307万円 （＋ 44万円）

被害箇所の修理
【災害復旧事業費】 51万円 （＋ 13万円）

借金の返済
【公債費】 154万円 （ー 5万円）

１年間の支出合計 1,688万円 （＋ 377万円）

貯金残高は　665 万円（ ＋ 32 万円） 借金の残高は　2,243 万円（ ＋ 76 万円）

貯金残高および借金の残高には、特別会計を含んでいます。

令和２年度一般会計・特別会計決算
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令
和
２
年
度
の
町
の
家
計
は
、
前
年
度
と
比

較
し
て
、
収
入
が
26
・
９
％
、
支
出
が
28
・
８
％

増
加
し
ま
し
た
。

　

収
入
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
給
与
（
町

税
）
や
パ
ー
ト
収
入
（
負
担
金
・
使
用
料
・
手

数
料
な
ど
）
が
減
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
費
用
や
家
屋
の

増
改
築
及
び
被
害
箇
所
の
修
理
な
ど
の
た
め

に
、
親
か
ら
の
仕
送
り(

国
・
県
支
出
金
な
ど)

が
増
え
、
全
体
的
に
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

支
出
で
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

な
ど
で
食
費
（
人
件
費
）
や
、
水
道
光
熱
費
・

日
用
品
の
購
入
（
補
助
費
な
ど
）
が
増
え
ま
し

た
。

　

ま
た
、
星
の
郷
ホ
テ
ル
建
設
や
防
災
無
線
の

更
新
事
業
な
ど
の
ほ
か
、
年
度
途
中
で
実
施
す

る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
が
重
な
っ
た
た
め
、
家

屋
の
増
改
築
な
ど
（
普
通
建
設
事
業
費
）
が
増

え
、
車
の
修
理
代
（
維
持
補
修
費
）
に
つ
い
て

も
、
少
雪
だ
っ
た
前
年
に
比
べ
増
え
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
不
動
産
収
入
（
財
産
収
入
）
が

あ
っ
た
た
め
、
将
来
を
見
越
し
て
預
金
（
積
立

金
）
を
増
や
し
、
全
体
的
に
増
加
と
な
り
ま
し

た
。

　

特
別
会
計
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
以
下

の
と
お
り
で
す
。

町

の

家

計

は

大

丈

夫
？

令和 ２ 年 度 特 別 会 計  決 算 額
会　　計　　名 歳　入 歳　出 差　引

　 国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 　 16 億 9,938 万 1 千円 16 億 5,346 万 2 千円 4,591 万 9 千円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 2 億 3,029 万 7 千円 2 億 2,795 万 5 千円 234 万 2 千円

介 護 保 険 特 別 会 計 23 億 2,824 万 9 千円 22 億 9,447 万 2 千円 3,377 万 7 千円

農林業集落排水事業特別会計 1 億 3,779 万 2 千円 1 億 2,739 万 3 千円 1,039 万 9 千円

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 4 億 4,673 万 5 千円 3 億 5,930 万 3 千円 8,743 万 2 千円

企　業　会　計 収　入 支　出 差　引

水道事業会計
収益的収支 5 億 8,293 万 1 千円 5 億 5,059 万 3 千円 3,233 万 8 千円

資本的収支 3 億 3,956 万 0 千円 5 億 4,445 万 7 千円 － 2 億 489 万 7 千円
※水道事業会計の「資本的収支」に不足額が生じていますが、内部留保金を活用して補てんしているため、会計全体として黒字とみなします。

主 な 財 政 指 数
項　目 令和２年度 令和元年度 解　　　説

財 政 力 指 数
（３カ年平均） 0.230 0.228 町の仕事に必要な経費をどのくらい自力で賄えるか

を表す数値で、「１」に近いほど財政力が高い。

標 準 財 政 規 模 82 億 5,237 万円 81 億 4,027 万円 町の標準的仕事に必要な経費の額

経 常 収 支 比 率 90.3％ 88.5％
町税や地方交付税などの収入が、経常的な支出（給
与・借金返済など）にどのくらい使われたかを示す
数値で、小さいほど自由に使えるお金が多い。

実 質 公 債 費 比 率
（３カ年平均） 5.4％ 5.3％

標準財政規模に対する借金返済の割合で、18％を超
えると、新たに借金をするときに許可が必要になる
など制限が付く。

将 来 負 担 比 率 32.5% 33.1% 将来負担しなければならない借金などが、標準財
政規模に対してどのくらいあるかを表す数値

年 度 別 各 種 税 金・使 用 料 等 未 納 累 計 額

年度 町税 国民健康
保険税

後期高齢者
医療保険料 介護保険料 保育料 町営住宅

使用料
農林業集落
排水使用料

公共下水道
使用料など 水道使用料

30 1 億 4,135 万円 1 億 1,358 万円 399 万円 1,402 万円 271 万円 2,145 万円 961 万円 1,409 万円 8,237 万円

元 1 億 5,333 万円 1 億 2,125 万円 631 万円 1,474 万円 226 万円 1,977 万円 1,029 万円 1,590 万円 8,243 万円

２ 1 億 5,857 万円 1 億 1,735 万円 526 万円 1,455 万円 205 万円 1,805 万円 1,094 万円 1,694 万円 7,827 万円

親
か
ら
の
仕
送
り
が
頼
り

令和２年度一般会計・特別会計決算
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議案審議

南
会
津
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

◆ 契約の目的
  　小型動力ポンプ付積載車
  　（消防自動車）購入

  ◆ 契約の物件
 　小型動力ポンプ付積載車 2 台

 ◆ 契 約 金 額
　 ２，３５２万９，０００円
 ◆ 契 約 方 法
　 指名競争入札
 ◆ 契約の相手方
　 株式会社ホシノ

物
品
購
入
契
約
に
つ
い
て

議
案
第
68
号

令和３年第３回定例会議案審議の
主な内容は次の通りです。

議
案
第
69
号

　
　
　

町
民
所
得
を
ど
の

　
　
　

産
業
で
、
あ
る
い

は
ど
う
い
う
形
で
向
上
さ

せ
る
の
か
。

　
　
　

令
和
７
年
度
将

　
　
　

来
負
担
比
率
の
目

標
53
・
４
％
の
根
拠
は
。

　
　
　

現
在
、
令
和
２
年

　
　
　

度
は
32
・
５
％
で

　
　
　

県
立
南
会
津
高
等

　
　
　

学
校
の
問
題
は
今

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

県
の
教
育
長
か
ら

　
　
　

は
計
画
通
り
進
め

る
と
い
う
答
え
で
、
我
々

　
　
　

新
し
く
起
業
さ
れ

　
　
　

る
方
の
応
援
や
既

執
行
部

答
弁

議
員
の

質
問

執
行
部

答
弁

議
員
の

質
問

執
行
部

答
弁

議
員
の

質
問

地
域
の
持
続
的
発
展
の
た
め
の
基
本
方
針

項 目

地
域
の
持
続
的
発
展
の
た
め
の
基
本
目
標

項 目

学
校
教
育
関
連
施
設
の
現
況
と
問
題
点
及
び
そ
の

対
策

項 目

存
の
会
社
の
設
備
投
資
や

修
理
、
機
械
導
入
の
保
証

や
人
材
育
成
の
講
習
会
や

資
格
取
得
費
用
の
助
成
を

し
ま
す
。

す
が
、
今
後
交
付
税
の
減

少
の
見
込
み
が
大
き
い

が
、
借
金
返
済
の
残
高
を

一
気
に
減
ら
せ
な
い
の
で

50
％
台
に
上
が
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

の
要
望
は
一
切
受
け
入
れ

て
も
ら
え
な
い
状
況
で
す
。

　

県
の
一
方
的
な
考
え
の

中
で
進
ん
で
い
る
と
い
う

の
が
現
状
で
す
。

　
　
　
『
決
算
概
要
』
で

　
　
　

予
算
現
額
と
調
定

額
に
１
億
７
千
万
円
の
差

が
あ
る
が
、
具
体
的
な
要

因
は
。

　
　
　

前
年
度
の
決
算
額

　
　
　

を
踏
ま
え
て
予
算

編
成
し
て
い
る
が
、
６
月

の
所
得
確
定
課
税
額
と
の

差
が
毎
年
生
じ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

執
行
部

答
弁

議
員
の

質
問

　
　
　

株
式
会
社
み
な

　
　
　

み
あ
い
づ
に
昨

年
、
出
資
金
を
含
め
て

２
億
３
千
万
円
の
お
金
を

出
し
て
い
る
が
、
今
の
経

営
状
況
を
町
民
に
説
明
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

　
　
　

議
会
に
第
三
セ
ク

　
　
　

タ
ー
決
算
報
告
書

を
提
出
し
て
お
り
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
、
町
民
に
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

執
行
部

答
弁

議
員
の

質
問

　
　
　

第
三
セ
ク
タ
ー
の

　
　
　

監
査
報
告
に
会
計

監
査
報
告
だ
け
で
、
業
務

監
査
報
告
が
な
く
て
よ
い

の
か
。

　
　
　

決
算
報
告
書
を
受

　
　
　

け
て
町
と
し
て
は

意
見
を
申
し
ま
す
が
、
ひ

と
つ
ひ
と
つ
の
事
に
対
し

て
忠
告
は
し
て
い
ま
せ

ん
。

執
行
部

答
弁

議
員
の

質
問

令
和
２
年
度
南
会
津
町
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
71
号

　

決
算
概
要

　

・
令
和
２
年
度
一
般
会
計
会
計
款
別
決
算
額

歳 入

　

株
式
会
社
み
な
み
あ
い
づ　

事
業
報
告
書

　

・
決
算
報
告
書
（
第
20
期
）

歳 出

※
計
画
や
用
語
な
ど
の
詳
細
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
左

記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

南会津町過疎地域持

続的発展計画【町 HP】

健全化判断比率等の

概要について【町 HP】

第三セクター法人決

算状況（R2 年度）【町 HP】



７

９ 月 定 例 会 議案審議

議
員
提
出
議
案
第
４
号

　

豪
雪
地
帯
対
策
に
つ
い
て
は
、（
中
略
）
近
年
、
少

子
高
齢
化
の
進
展
や
空
き
家
の
増
加
等
に
よ
る
地
域
の

克
雪
力
の
低
下
に
加
え
、
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
る
雪

の
降
り
方
の
変
化
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
令
和
２
年
度
の
豪
雪
で
は
、
短
期
集
中
的
な

降
雪
の
影
響
に
よ
り
、
要
援
護
者
世
帯
の
除
排
雪
の
遅

れ
や
空
き
家
の
倒
壊
が
生
じ
、
さ
ら
に
は
雪
下
ろ
し
等

除
雪
作
業
に
伴
い
、
高
齢
者
を
中
心
に
多
数
の
死
傷
者

が
発
生
す
る
な
ど
、多
く
の
課
題
が
明
ら
か
に
な
り（
中

略
）
迅
速
な
対
応
を
可
能
と
す
る
支
援
策
が
必
要
で
あ

り
ま
す
。

　

特
別
豪
雪
地
帯
に
お
け
る
基
幹
道
路
の
整
備
及
び
公

立
小
中
学
校
等
の
施
設
等
の
整
備
を
促
進
す
る
た
め
、

豪
雪
法
第
14
条
及
び
第
15
条
の
特
例
措
置
に
つ
い
て
10

か
年
の
延
長
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
豪
雪
地
帯
の
住
民

の
安
全
・
安
心
な
生
活
を
確
保
す
る
た
め
、
雪
処
理
の

担
い
手
確
保
な
ど
豪
雪
地
帯
特
有
の
課
題
に
対
し
て
、

交
付
金
や
基
金
等
に
よ
り
柔
軟
に
対
応
で
き
る
財
政
支

援
制
度
を
創
設
す
る
な
ど
総
合
的
な
対
策
を
実
施
す
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
で
す
。

委
員
会
提
出
議
案
第
６
号

　

政
府
は
令
和
３
年
４
月
13
日
、
東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
敷
地
内
に
保
管
さ
れ
て
い
る
ト
リ
チ
ウ

ム
等
を
含
む
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
に
つ
い
て
、
海
洋
放
出

の
方
針
を
正
式
決
定
し
ま
し
た
。（
中
略
）

　

当
町
は
、
大
き
な
風
評
被
害
に
見
舞
わ
れ
、
地
域
経

済
に
多
大
な
影
響
が
及
び
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
行
政
や
議
会
、
商
工
団
体
、
農
林
業
団
体

な
ど
町
を
あ
げ
て
風
評
被
害
の
克
服
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
う
し
た
努
力
が
今
も
継
続

さ
れ
る
中
で
の
海
洋
放
出
決
定
は
、
風
評
被
害
払
拭
の

取
り
組
み
を
後
退
さ
せ
「
再
発
を
招
く
」
も
の
に
ほ
か

な
り
ま
せ
ん
。（
中
略
）

　

海
洋
放
出
に
よ
る
地
域
へ
の
影
響
、
住
民
の
声
に
真

摯
に
向
き
合
い
、
海
洋
放
出
方
針
を
再
検
討
す
る
と
と

も
に
、
左
記
の
事
項
に
つ
い
て
強
く
要
望
し
ま
す
。

採択 　

議
員
提
出
議
案
１
件
と
委
員
会
提
出
議
案
１
件
、
２
件

の
議
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
、

次
の
２
件
の
意
見
書
を
採
択
、
提
出
し
ま
し
た
。

国

へ

意

見

書

を

提

出

採択

ト
リ
チ
ウ
ム
等
を
含
む
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の

海
洋
放
出
方
針
の
再
検
討
を
求
め
る
意
見
書

豪
雪
地
帯
対
策
特
別
措
置
法
の
改
正
等
に
関

す
る
意
見
書

国

へ

意

見

書

を

提

出

　

10
月
6
日
に
議
長
以
下
議
員
14
名
、
町
長
・
町
担

当
と
共
に
、
国
道
２
８
９
号
線
の
未
開
通
部
分
の
只
見

町
か
ら
新
潟
県
三
条
市
に
通
じ
る
八
十
里
越
工
事
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
調
査
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
で
は
、
5
年
後
の
開
通
を
目
指
す
と

し
て
お
り
、
観
光
、
経
済
な
ど
多
方
面
の
交
流
拡
大
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

八
十
里
越
工
事
進
捗
状
況
調
査

国交省北陸整備局
による状況説明

※スマートフォンをお持ちの方
は、上記のQRコード読み取りか
ら直接リンクにアクセスすると、
工事状況を見ることができます。

国土交通省

工事レポート

SANJO NABI

三条市公式観光ｻｲﾄ

深い谷に橋を架け雪に
強い道、トンネルを掘る

深い谷にあわせた
高い橋

きょうきゃく

脚を視察

議
員
及
び
委
員
会
か
ら
は
議
案
２
件
提
出

視 察 レ ポ ー ト

１　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
ト
リ

　

チ
ウ
ム
等
を
含
む
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放

　

出
は
、
国
際
社
会
及
び
国
民
の
理
解
が
得
ら
れ

　

な
い
限
り
強
行
し
な
い
こ
と
。

２　

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
処
分
方
法
を
再
検
討　

　

し
、
地
上
保
管
を
継
続
し
つ
つ
、
ト
リ
チ
ウ
ム

　

除
去
の
技
術
開
発
な
ど
安
全
な
処
理
方
法
の
確

　

立
に
努
め
、
海
洋
放
出
を
強
行
し
な
い
こ
と
。

　

以
上
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
で
す
。



８

登壇順序 ・ 質問項目

４　山内　　政　議員・・・・12㌻
　　①育児休業中の在園児保育継続を
　　②老朽化に伴う広域消防署伊南出張
　　所及び舘岩分遣所の新築改修計画は

７　五十嵐芳道　議員・・・・15㌻
　　①ひきこもりの方への支援は
　　②デジタル庁が発足したが、これから
　　  町はどう変わるのか３　楠　　正次　議員・・・・11㌻

　　①長寿、高齢化社会の安全・安心の
　　生活支援

６　馬場　　浩　議員・・・・14㌻
　　①林業振興政策の現状は
　　  ②大宅町政の継続は

２　渡部　訓正　議員・・・・10㌻
　　①新型コロナウイルスの感染防止を
　　②水道水源水の安定供給のために

一般質問

８人の議員が登壇

【一般質問とは】
　町の行財政全般について議員が提言を含めて町に考えを聞くことです。
　令和３年９月定例会の一般質問は、下記の日程で行われました。

１　湯田　芳博　議員・・・・９㌻
　　①公平・公正な予算編成と選挙公約
　　  の実行は
　　②空き家の実態から見えてくる問題
　　  と政策は
　　  ③保育所や幼稚園を含む中小零細と
　　  いわれる事業所等への支援政策は

５　大桃　英樹　議員・・・・13㌻
　　①学校給食無料化を
　　②小中学校、児童生徒の状況は

８　湯田　　哲　議員・・・・16㌻
　　①新型コロナウイルスワクチン予防接種
　　  済証の活用を
　　②高齢者への生活支援サービスの充実を
　　③帯沢川河床路で農道の有効活用を
　　④ＩＣＴ授業の進捗状況と南会津町学校
　　教育情報化推進会議の役割は

９月１５日（水） ９月１６日（木）

登壇順序 氏 名 午前・午後 登壇順序 氏 名 午前・午後

１ 湯田　芳博
午 前

５ 大桃　英樹
午 前

２ 渡部　訓正 ６ 五十嵐芳道
３ 楠　　正次

午 後
７ 馬場　　浩

午 後
４ 山内　　政 ８ 湯田　　哲
※一般質問は、スマートフォンなどで右記QRコード（町議会中継【YouTube】）を読み取りご覧ください。

南会津町議会中継

【YouTube】
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入
居
者
が
高

　

齢
に
な
り
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
に
入
所
し
た
り
、
町
内

外
の
子
ど
も
宅
な
ど
に
転

居
さ
れ
る
ほ
か
、
逝
去
さ

れ
て
し
ま
う
こ
と
と
認
識

し
、
そ
の
背
景
に
は
、
少

子
化
や
核
家
族
の
影
響
が

あ
り
ま
す
。

　

空
き
家
と
な
っ

　

て
し
ま
う
原
因

や
背
景
に
対
す
る
認
識
は
。

問町
長

　

中
小
零
細
事
業

　

所
で
働
く
方
々

の
就
労
実
態
に
関
す
る
認

識
は
。 問

　

給
与
水
準
が

　

低
い
若
い
世

代
の
方
の
生
活
が
苦
し
い

状
況
に
あ
る
こ
と
も
聞
い

て
い
る
が
、
車
や
住
宅

ロ
ー
ン
の
返
済
が
出
来
な

い
状
況
で
は
な
い
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

町
長

町長 ⇒ 南会津町空き家等対策計画を策定

町政を問う
一 般 質 問

空 き 家 の 実 態 に 対 す る 政 策 は

　
「
が
ん
ば
る

　

企
業
・
人
材

育
成
事
業
」
に
よ
り
、
資

格
取
得
経
費
を
助
成
し
て

い
る
ほ
か
、「
小
規
模
事

業
者
等
活
性
化
事
業
」
に

よ
り
開
発
経
費
や
販
路
拡

大
へ
の
助
成
を
し
て
い
ま

す
。

　

中
小
零
細
事
業

　

所
で
働
く
正
社

員
や
臨
時
雇
用
契
約
者
の

所
得
向
上
と
事
業
所
な
ど

の
安
定
経
営
に
関
す
る
支

援
政
策
は
。

問町
長

湯
田　

芳
博　

議
員

　

町
内
中
小
零

　

細
事
業
所
に

限
っ
て
の
年
齢
構
成
別
年

収
額
の
実
態
は
把
握
し
て

い
ま
せ
ん
。

　

町
内
の
中
小
零

　

細
事
業
所
で
働

く
正
社
員
の
年
齢
構
成
別

年
収
額
は
。

問町
長

保
育
所
な
ど
を
含
む
事
業
所
支
援
は

 

町
長 ⇒

 

事
業
所
の
経
営
基
盤
の
強
化
が
重
要

　

問
題
と
し

　

て
は
、
野

生
動
物
が
住
み
着
く
こ
と

や
環
境
の
悪
化
、
火
事
や

犯
罪
が
発
生
す
る
危
険
性

も
あ
り
ま
す
。

　

解
決
策
と
し
て
は
「
管

理
不
全
な
空
き
家
等
の

発
生
抑
制
」「
空
き
家
等

町
長 　

空
き
家
が
増
え

　

る
こ
と
で
予
想

さ
れ
る
問
題
と
そ
の
解
決

策
は
。 問

　
そ
の
他
の
質
問

　

　
・
公
平
・
公
正
な
予
算
編
成
と
選
挙
公
約
の

　
　
実
行
は

の
利
活
用
推
進
」「
危
険

空
き
家
等
の
解
消
」
の
３

つ
の
柱
を
定
め
対
策
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。

町の空き家対策については、パンフレットほか、スマート
フォンなどで上記のQRコードを読み取りご覧ください。

【町 HP】空き家

空き家等対策計画

【町 HP】
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コ
ロ
ナ
感
染
症

　

が
猛
威
を
振
る

い
安
心
・
安
全
に
は
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
重
症

化
リ
ス
ク
を
下
げ
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
２
回
接
種

は
７
月
末
に
完
了
し
ま
し

た
が
、
12
歳
～
64
歳
の
方

の
接
種
計
画
は
。

問

水
道
水
の
安
定
供
給
の
た
め
に

 

町
長 ⇒

 

森
林
の
管
理
と
、
伐
採
手
法
の
周
知

　

本
町
は
広
大
な

　

面
積
を
有
し
、

面
積
の
９
割
以
上
が
森
林

で
す
。

　

水
道
水
源
は
、
沢
か
ら

表
流
水
を
取
水
し
て
い
ま

す
。

　

上
流
に
あ
る
森
林
の
適

正
管
理
と
伐
採
方
法
の
検

討
を
行
い
、
保
水
力
を
保

ち
、
お
い
し
い
水
道
水
の

供
給
を
目
指
し
て
は
。

問
　

町
森
林
整
備

　

計
画
で
町
有

林
・
私
有
林
な
ど
の
民
有

林
を
対
象
に
し
て
、
伐
期

齢
や
造
林
・
保
育
な
ど
の

基
本
的
事
項
を
定
め
て
い

ま
す
。

　

水
道
水
源
地
上
流
の
森

 町長 ⇒ ワクチン接種は、10 月末完了

町政を問う
一 般 質 問

新 型 コ ロ ナ の 感 染 防 止 を

町
長

　

９
月
末
ま
で

　

に
、
２
回
接

種
で
き
る
量
の
ワ
ク
チ
ン

配
分
が
示
さ
れ
て
お
り
、

10
月
末
ま
で
に
２
回
接
種

を
完
了
見
込
み
で
す
。

町
長

　

伐
採
後
、
集
中

　

豪
雨
な
ど
の
出

水
に
よ
る
土
石
流
被
害
を

防
ぐ
た
め
、
伐
採
事
業
者

と
打
合
せ
を
行
う
こ
と
が

大
切
で
は
。

問
　

伐
採
を
行
う

　

際
、
森
林
法

に
基
づ
き
事
前
に
伐
採
届

の
町
提
出
が
必
要
で
す
。

　

町
は
、
森
林
整
備
計
画

町
長

渡
部　

訓
正　

議
員

　

感
染
力
の
高

　

い
デ
ル
タ
株

で
感
染
す
る
な
ど
の
風
評

も
あ
る
が
、
正
し
い
情
報

を
知
ら
せ
る
こ
と
も
必
要

と
考
え
る
が
。

問
　

デ
ル
タ
株

　

は
、
２
回
接

種
し
た
方
も
感
染
す
る
と

云
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
頃
の
感
染
予
防
対
策

の
強
化
や
注
意
喚
起
チ
ラ

シ
を
作
成
し
配
布
し
ま

す
。 町

長

林
も
対
象
地
域
で
す
。

　

水
源
地
上
流
の
森
林
整

備
は
、
国
有
林
・
天
然
林

が
多
く
、
人
工
林
の
面
積

は
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、

国
有
林
や
県
な
ど
関
係
団

体
と
連
携
し
進
め
て
行
き

ま
す
。

に
適
合
か
を
判
断
し
、
適

合
通
知
書
を
出
し
ま
す
。

　

そ
の
際
、
適
正
な
森
林

管
理
に
向
け
、
周
知
も
図

り
ま
す
。
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高
齢
者
等
除
雪
支
援
事
業

　

こ
の
事
業
は
冬
期
間
自
宅
に
居
住
す
る
高
齢
者
世
帯
等
で
自
力
等

で
は
除
雪
が
困
難
な
世
帯
に
対
し
、
町
が
除
雪
費
を
支
援
し
、
除
雪

事
業
者
が
除
雪
を
行
う
も
の
で
す
。

　

補
助
率
は
、世
帯
の
状
況
に
よ
り
５
割
と
９
割
に
分
か
れ
、１
シ
ー

ズ
ン
の
限
度
額
は
７
万
４
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
料
金
の
収
受
の
実
態
が
要
綱
と
は
違
う
徴
収
の
状
況
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
町
で
は
要
綱
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

注釈

　

急
激
な
高
齢

　

化
の
流
れ
の

中
、
本
町
で
も
疾
病
な
ど

で
死
亡
し
、
数
日
経
て
発

見
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
が
一
人
で
も
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
環

境
整
備
の
考
え
は
。

問
　

本
町
の
高
齢

　

者
世
帯
の
53

パ
ー
セ
ン
ト
が
一
人
暮
ら

し
で
す
。

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
て
い
く
に
は
、
行
政

だ
け
で
な
く
地
域
の
皆
様

や
医
療
機
関
、
介
護
事
業

所
な
ど
が
一
体
で
環
境
整

備
を
進
め
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
ま
す
。

町
長

　

実
施
要
綱
第
４

　

条
６
項
の
利
用

料
金
収
受
の
実
態
は
。

問

　
「
高
齢
者
世

　

帯
等
は
事
業

者
に
除
雪
の
都
度
個
人
負

担
額
を
支
払
う
も
の
」
と

記
述
さ
れ
て
い
ま
す
が
実

際
に
は
、
毎
月
末
に
除
雪

町
長

高
齢
者
等
除
雪
支
援
事
業
の
実
態
は

 

町
長 ⇒

運
用
が
異
な
る
の
で
要
綱
を
速
や
か
に
改
正

町長 ⇒ 行政と地域・医療・介護事業所が一体で推進

町政を問う
一 般 質 問

一 人 暮 ら し で も 安 心 の 環 境 整 備 を

　

低
所
得
の
高

　

齢
者
に
「
健
康

づ
く
り
応
援
商
品
券
」（
仮

称
）
給
付
の
考
え
は
。

問
　

こ
れ
ま
で
の

　

各
種
給
付
は

「
灯
油
の
高
騰
」「
消
費
税

増
税
」「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
」
な
ど
、

急
激
な
社
会
変
化
で
町
民

の
生
活
へ
の
影
響
緩
和
を

目
的
に
実
施
し
て
き
ま
し

た
。

　

現
段
階
で
は
低
所
得
高

齢
者
に
「
健
康
づ
く
り
応

援
商
品
券
」
の
給
付
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
が
今
後
、

状
況
に
よ
り
支
援
が
必
要

と
な
っ
た
際
に
は
、
改
め

て
検
討
し
ま
す
。

町
長

　
「
高
齢
者
等
除

　

雪
支
援
事
業
」

の
課
題
は
。

問
　

支
援
を
受
け

　

る
高
齢
者
は

増
加
傾
向
で
す
が
、
除
雪

事
業
者
は
減
少
傾
向
で

す
。

　

要
因
は
除
雪
単
価
の
低

さ
と
考
え
ま
す
。

町
長

楠　

正
次　

 

議
員

実
績
を
集
計
し
、
翌
月
中

旬
に
徴
収
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
要
綱
の
内
容
と

運
用
が
異
な
る
の
で
、
速

や
か
に
要
綱
の
改
正
を
行

い
ま
す
。
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 町長 ⇒ 早期運用の見直しに着手

町政を問う
一 般 質 問

育 児 休 業 中 の 継 続 入 所 を

　

地
域
住
民
の
安

　

心
安
全
の
砦
と

も
い
う
べ
き
消
防
署
の
安

全
性
確
保
は
、
最
も
重
要

と
考
え
ま
す
。

　

町
の
認
識
は
。

問

　

消
防
本
署
を

　

は
じ
め
各
地

域
の
出
張
所
や
分
遣
所

は
、
消
防
や
防
災
の
み
な

ら
ず
、
住
民
の
救
急
救
命

を
担
う
安
心
安
全
の
拠
点

と
な
る
施
設
で
す
。

　

出
張
所
や
分
遣
所
の
安

町
長

　

第
二
子
、
第
三

　

子
を
出
産
後
育

児
休
暇
に
入
る
と
そ
れ
ま

で
入
所
し
て
い
た
園
児
が

退
所
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

少
子
化
の
中
で
少
し
で

も
子
ど
も
を
産
み
や
す

く
、
育
て
や
す
く
す
る
観

点
か
ら
０
歳
児
か
ら
２
歳

児
の
在
園
児
も
継
続
入
所

を
検
討
し
、
入
所
を
実
施

す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。 問

　

保
育
所
の
入

　

所
は
、
国
と

市
町
村
の
定
め
る
優
先

利
用
基
準
に
よ
っ
て
認

町
長

　

令
和
４
年
度
以

　

降
の
新
築
改
修

計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

問
　

伊
南
出
張
所

　

は
令
和
４
年

度
か
ら
６
年
度
ま
で
の
３

年
で
新
築
す
る
予
定
で

す
。

　

舘
岩
分
遣
所
は
、
改
修

計
画
の
予
定
は
あ
り
ま
す

が
、
具
体
的
な
整
備
時
期

は
未
定
で
す
。

町
長

広
域
消
防
署
施
設
の
更
新
計
画
は

 

町
長 ⇒

  

伊
南
出
張
所
は
令
和
６
年
度
ま
で
に
新
築
予
定

園庭で遊ぶ児童

定
、
入
所
許
可
を
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
町
で
は
、
育

児
休
業
取
得
時
の
取
り
扱

い
と
し
て
、
家
庭
に
保
育

が
で
き
る
保
護
者
が
い
る

と
い
う
判
断
で
、
原
則
、

継
続
入
所
は
で
き
な
い
と

判
断
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
待
機

児
童
が
発
生
し
て
い
な
い

町
の
状
況
や
継
続
利
用
を

認
定
し
て
い
る
町
村
が
郡

内
に
も
あ
る
状
況
を
踏
ま

え
、
で
き
る
だ
け
早
い
時

期
に
運
用
の
見
直
し
に
着

手
し
、
子
育
て
が
し
や
す

い
町
と
し
て
、Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

ン
に
よ
る
転
入
希
望
者
へ

山
内　

政　

議
員

の
ア
ピ
ー
ル
に
も
つ
な

げ
て
い
く
よ
う
に
し
て

全
性
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
南
会
津
地
方
広
域
市

町
村
圏
組
合
を
構
成
す
る

他
の
町
村
と
連
携
し
、
施

設
の
耐
震
化
や
設
置
場
所

の
見
直
し
を
含
め
た
、
整

備
機
能
充
実
を
進
め
て
い

き
ま
す
。南会津地方広域消防本部

伊南出張所

い
き
ま
す
。
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給
食
費
の
現
状  

　

は
。

問
　

学
校
に
よ

　

り
差
は
あ

り
ま
す
が
、
一
食
当
た

り
小
学
校
で
は
２
７
５

円
か
ら
２
９
０
円
（
年

約
５
万
３
千
円
）、
中

学
校
で
は
３
２
０
円

か
ら
３
３
０
円
（
年
約

５
万
８
千
円
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

町
長

町長 ⇒無料化の考えはない

町政を問う
一 般 質 問

学 校 給 食 無 料 化 を

　

県
内
自
治
体
の

　

状
況
は
。

問
　

全
額
無
料
化

　

の
自
治
体
は

59
市
町
村
中
16
市
町
村
で

27
％
、
一
部
無
料
化
な
ど

の
自
治
体
は
23
市
町
村
で

39
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

町
長

小
中
学
校
の
い
じ
め
な
ど
の
状
況
は

 

教
育
長 ⇒

 

１
学
期
で
認
知
件
数
42
件

　

不
登
校
や
保
健

　

室
登
校
の
状
況

は
。問

　

給
食
費
無
料
化

　

は
保
護
者
の
経

済
的
負
担
軽
減
、
教
育
の

充
実
、
少
子
化
対
策
に
資

す
る
と
考
え
ま
す
。

　

給
食
無
料
化
の
考
え
と

課
題
は
。

問
　

子
ど
も
の
衣

　

食
住
の
提
供

は
親
の
大
切
な
役
割
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
無
料

町
長

小学校の給食の例

大
桃　

英
樹　

議
員

　

現
在
、
不
登

　

校
児
童
生
徒

は
10
名
、
保
健
室
な
ど
の

別
室
登
校
は
６
名
で
す
。

教
育
長　

い
じ
め
の
状

　

 

況
は
。

問
　

１
学
期
の
い

　

じ
め
の
認
知

件
数
は
小
中
学
校
合
わ
せ

て
42
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
う
ち
37
件
が
解

消
、
ま
た
は
一
定
の
解
消

が
見
ら
れ
、
５
件
は
解
消

に
向
け
て
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

教
育
長

　

Ｓエ
ス
エ
ヌ
エ
ス

Ｎ
Ｓ
が
ト

　

ラ
ブ
ル
に
つ

な
が
っ
て
い
る
状
況
は
。

　

ま
た
、
学
校
と
家
庭
の

連
携
に
よ
る
指
導
が
必
要

と
考
え
ま
す
が
、対
応
は
。

問
　

今
年
度
６
件

　

の
ト
ラ
ブ
ル

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
に
つ
い

て
は
小
中
学
校
と
も
学
級

活
動
な
ど
で
マ
ナ
ー
や
危

険
性
に
つ
い
て
指
導
の
徹

底
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
内
の
ル
ー

ル
づ
く
り
を
す
る
た
め
の

サ
ポ
ー
ト
や
、
児
童
生
徒

と
保
護
者
が
一
緒
に
参
加

す
る
講
演
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

教
育
長

化
の
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

課
題
は
一
般
財
源
で
の

財
源
と
、
親
と
し
て
の
大

切
な
役
割
で
あ
る
食
の
提

供
の
思
い
が
薄
れ
る
こ
と

も
心
配
さ
れ
ま
す
。
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ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ

　

ク
で
の
町
産
材

取
引
価
格
へ
の
影
響
は
。

問
　

町
内
の
製
材

　

所
で
は
、
地

元
工
務
店
な
ど
へ
の
供
給

を
優
先
し
て
お
り
、
価
格

に
つ
い
て
は
市
場
の
動
向

を
見
な
が
ら
対
応
し
て
い

ま
す
。

　

県
内
の
丸
太
に
つ
き
ま

し
て
も
市
場
で
の
取
引
価

町
長

　

本
町
に
お
け
る

　

コ
ロ
ナ
禍
の
被

害
は
災
害
に
匹
敵
す
る
も

の
で
、
終
息
は
い
ま
だ
見

い
だ
せ
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

継
続
的
政
治
対
応
が
必

要
と
考
え
る
が
、
町
長
は

引
き
続
き
４
期
目
の
町
政

を
目
指
し
出
馬
表
明
を
す

る
意
志
は
あ
る
か
。

問

 町長 ⇒ モデル事業への取組や商品開発を進めてきた

町政を問う
一 般 質 問

大

宅

町

政

の

継

続

は

 

町
長 ⇒

 

現
下
の
責
務
に
全
力
を
つ
く
す

　

町
産
材
の
ブ
ラ

　

ン
ド
化
（
差
別

化
）
の
具
体
的
戦
略
と
販

売
戦
略
は
。

問
　

差
別
化
の
第

　

一
歩
と
し

て
、
林
業
・
木
材
の
知
名

度
を
上
げ
る
た
め
、
展
示

町
長

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ

　

ル
ス
感
染
症

の
収
束
が
見
通
せ
な
い

中
、
町
民
の
皆
様
の
命
を

守
り
、
安
心
・
安
全
な
暮

ら
し
を
維
持
し
て
い
く

為
、
全
力
を
尽
く
す
こ
と

が
、
現
下
に
課
せ
ら
れ
た

最
大
の
責
務
と
考
え
て
い

ま
す
。

町
長

「 製材価格の推移」出典【経済産業省 HP】
　今年 2月から製材価格が、輸入価格・国内価
格共に急激に上昇した。
　※詳細は右記のQRコードで確認ください。

馬
場　
　

浩　

議
員

　

各
認
証
木
材
の

　

需
要
度
の
現
状

は
。問

　

国
内
で
は
、

　

一
般
の
利
用

者
や
木
造
住
宅
な
ど
で
の

認
証
材
の
認
知
度
及
び
需

要
は
決
し
て
高
く
な
い
現

状
で
す
。

　

今
後
、
Ｓエ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
や
脱

町
長

林 業 政 策 の 現 状 は

会
や
業
界
新
聞
な
ど
に
お

け
る
モ
デ
ル
事
業
の
取
組

の
発
信
や
、
広
葉
樹
の
商

品
開
発
を
進
め
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
国
内
の
森
林
認

証
材
の
需
要
の
拡
大
な
ど

も
見
据
え
、
町
内
業
者
と

連
携
し
て
Ｊジ

ャ

ス

Ａ
Ｓ
規
格
な

ど
に
よ
り
、
町
産
材
の
価

値
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け

た
環
境
問
題
へ
の
高
ま
り

に
よ
り
、
自
然
環
境
に
配

慮
し
た
木
材
利
用
へ
の
意

識
に
変
化
し
て
い
く
こ
と

を
想
定
し
て
、
森
林
認
証

の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

格
は
上
昇
し
て
い
る
が
、

大
幅
な
値
上
が
り
は
な
い

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
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民
生
委
員
を

　

通
し
行
っ
て

い
ま
す
が
、
人
数
な
ど
の

把
握
は
難
し
い
で
す
。

　

国
に
よ
る
、
ひ

　

き
こ
も
り
実
態

調
査
で
若
者
だ
け
の
問
題

で
は
無
い
事
が
明
ら
か
に

な
り
、
50
代
の
ひ
き
こ
も

り
の
面
倒
を
80
代
の
親
が

見
る
と
い
う
８
０
５
０
問

題
な
ど
、
社
会
的
に
関
心

が
高
ま
る
ひ
き
こ
も
り
で

す
が
、
本
町
で
の
実
態
調

査
は
行
っ
て
い
ま
す
か
。

問町
長

  

　

ど
の
よ
う
な

　

支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
か
。

　

社
会
参
加
の

　

き
っ
か
け
と

し
て
の
居
場
所
づ
く
り
に

「
ユ
ー
ス
プ
レ
イ
ス
in
南

会
津
」へ
事
業
委
託
を
し
、

令
和
２
年
度
は
登
録
者
６

名
で
１
１
６
回
開
所
し
て

い
ま
す
。

　

新
た
な
相
談
窓
口
と
し

て「
お
き
あ
が
り
相
談
会
」

を
本
人
な
ど
か
ら
の
申
し

込
み
に
よ
り
開
催
し
て
い

ま
す
。

町
長

町長 ⇒ 一人でも多く社会参加できるよう進める

町政を問う
一 般 質 問

ひ き こ も り の 方 へ の 支 援 は

　

南
会
津
地
域

　

の
関
係
団
体

で
構
成
さ
れ
た
協
議
会
で

の
情
報
共
有
、
研
修
会
、

県
開
催
の
講
座
な
ど
へ
参

加
し
、
人
材
育
成
を
し
て

い
ま
す
。

　

支
援
す
る
側
の

　

人
材
育
成
は

行
っ
て
い
ま
す
か
。

問町
長 　

相
談
窓
口
は

　

明
確
化
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

問
　
「
ユ
ー
ス
プ

　

レ
イ
ス
in
南

会
津
」「
お
き
あ
が
り
相

談
会
」
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

な
ど
を
作
成
し
窓
口
の
周

知
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
長

問

　

ま
た
、
家
か
ら
外
に
出

ら
れ
な
い
方
へ
は
担
当
の

保
健
師
な
ど
が
訪
問
し
、

外
へ
出
る
き
っ
か
け
づ
く

り
を
し
て
い
ま
す
。

　

困
難
な
ケ
ー
ス
に
も
対

応
す
る
た
め
専
門
知
識
を

持
っ
た
支
援
団
体
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
進
め

て
い
ま
す
。

ひきこもりになった年齢

60～64歳 17.0％

25～29歳 14.9％

20～24歳 12.8％

40～44歳 12.8％

55～59歳 10.6％

(上位5つ　2018年内閣府調べ)

五
十
嵐
芳
道　

議
員

　

現
在
行
っ
て

　

い
る
支
援
活

動
を
通
し
て
、
ひ
き
こ
も

り
は
「
病
気
」
で
は
な
く

誰
で
も
陥
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
な
ど
へ
の
理
解
が

進
み
、
一
人
で
も
多
く
の

人
が
社
会
参
加
で
き
る
よ

う
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

ひ
き
こ
も
り
に

　

対
す
る
住
民
理

解
を
深
め
る
た
め
の
施
策

は
あ
り
ま
す
か
。 

問町
長

　
そ
の
他
の
質
問

　

　
・
デ
ジ
タ
ル
庁
が
発
足
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
町
は

       

ど
う
変
わ
る
の
か
。

ひきこもりになったきっかけ（40～64歳）

退職した 36.2％

人間関係がうまくいかなかった 21.3％

病気 21.3％

職場になじめなかった 19.1％

就職活動がうまくいかなかった 6.4％

(上位5つ　複数回答　2018年内閣府調べ)
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 町長 ⇒ 国や県の動向を注視し、検討

町政を問う
一 般 質 問

ワ ク チ ン 接 種 済 証 の 活 用 を

　

本
町
の
65
歳
以  

　

上
の
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
完
了

し
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
済

証
」が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
中
止
さ
れ
た

各
種
イ
ベ
ン
ト
、
各
種
大

会
な
ど
を
今
後
安
全
に
開

催
す
る
た
め
、
参
加
条
件

に
そ
の
接
種
済
証
を
提
示

さ
せ
る
な
ど
、
活
用
を
進

め
て
は
。

問

　

本
町
の
高
齢

　

者
へ
の
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
が
各
種
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
「
配
食
サ
ー

ビ
ス
事
業
」
は
平
成
18
年

度
か
ら
開
始
さ
れ
、
お
弁

当
が
週
に
一
度
、
自
宅
に

届
く
サ
ー
ビ
ス
で
そ
れ
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
高
齢

者
も
多
く
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
過
去
５
年

間
そ
れ
ぞ
れ
の
年
間
利
用

者
の
総
数
と
そ
の
予
算

は
。 高

齢
者
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

 

町
長 ⇒

 

90
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
も
対
象
者
へ
見
直
す

問

　

現
在
、
国
や

　

県
で
も
活
用

の
範
囲
や
活
用
の
仕
組
み

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
そ
の
動
向
を
注

視
し
、
関
係
機
関
、
団
体

と
協
議
し
な
が
ら
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
済
証
の
活
用
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま

す
。 町

長

　

元
気
で
い
る
高

　

齢
者
に
感
謝
を

込
め
、
利
用
条
件
に
、
90

歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
を
加
え
、
元
気
な
高

齢
者
も
希
望
す
れ
ば
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
て
は
。

問

　

本
事
業
の

　

最
大
の
目

的
は
、
週
に
１
回
の
配
食

サ
ー
ビ
ス
で
、
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
な
ど
の
見
守
り

活
動
を
行
う
こ
と
で
す
。

　

高
齢
者
は
、
普
段
元
気

で
も
急
に
体
調
を
崩
し
た

り
、
室
内
で
転
倒
す
る
可

能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

平
均
寿
命
が
年
々
伸
び

て
い
る
今
、
高
齢
者
の
見

守
り
体
制
は
、
な
お
一
層

強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

90
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
の
方
も
配
食
サ
ー
ビ
ス

が
利
用
で
き
る
よ
う
に
対

象
者
の
見
直
し
を
行
い
ま

す
。 町

長

湯
田　
　

哲　

 

議
員

年　度 年間利用者 支 出 額

平成28年度 99人　 1,570,800円

平成29年度 91人　 1,344,000円

平成30年度 105人　 1,479,600円

令和元年度 106人　 1,583,160円

令和２年度 128人　 1,836,120円

　

表
の
と
お
り

　

で
す
。

町
長

　
そ
の
他
の
質
問

　

　
・
帯
沢
川
河
床
路
で
農
道
の
有
効
活
用
を

　
・ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
授
業
の
進
捗
状
況
と
南
会
津
町
学
校

　
　
教
育
情
報
化
推
進
会
議
の
役
割
は

ワクチン接種案内表紙（写真左）、クーポン券（中央）、
ワクチン接種済証（右）
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議案審議

　

工
事
内
容
の
変
更
に

伴
い
、
請
負
金
額
を

９
３
５
万
円
増
額
し
、

２
億
３
９
１
５
万
１
千
円

に
な
り
ま
す
。

　

変
更
理
由
は
、
工
事
着

手
後
に
、
支
持
地
盤
の
土

を
採
取
し
、
試
験
を
し
た

結
果
、
当
初
の
工
法
で
は

地
耐
力
が
得
ら
れ
な
い
結

果
が
出
た
こ
と
に
よ
り
、

契
約
額
よ
り
金
額
が
増
え

る
が
、
必
要
な
地
耐
力
が

得
ら
れ
る
鋼
管
杭
工
法
に

変
更
し
た
た
め
で
す
。

討 

論

反　　対賛　　成

楠　正次 議員

　工事開始後の調査で工事開
始前のボーリング調査では分
からなかった調査結果が出た。
　そのため、安全な建物を建
設するため、改良工事をする
ことは、やむを得ないと思い
ます。 馬場　浩 議員

 「工事を始めたら地盤の支持
力が不足していることが分か
り工法変更のため９３５万円
増額する」これでは納得でき
ない。
　納得できるだけの資料を出
して議論をするべき。

第 ３ 回 臨 時 会
令和３年８月２日

　
　
　

契
約
前
に
ボ
ー
リ

　
　
　

ン
グ
調
査
や
地
質

調
査
を
し
た
か
。

　
　
　

設
計
の
段
階
で
ボ

　
　
　

ー
リ
ン
グ
調
査
を

１
か
所
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
地
上
２
・
５

メ
ー
ト
ル
ま
で
の
支
持
力

が
弱
い
こ
と
は
、
あ
る
程

度
分
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

工
事
契
約
後
、
受
注
者

が
固
化
試
験
を
数
種
類
行

い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
支
持
力
の

基
準
を
満
た
し
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
　
　

工
事
が
開
始
さ
れ

　
　
　

る
前
に
地
盤
の
状

態
が
分
か
ら
な
い
の
は
な

ぜ
か
。

　
　
　

工
事
契
約
後
で
な

　
　
　

い
と
、
受
注
者
が

工
事
に
必
要
な
試
験
を
行

え
な
い
た
め
で
す
。

木

の

町

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

館
（

仮

称
）
建
設
工
事
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
影
響
が
長

期
化
す
る
中
、
低
所
得
子

育
て
世
帯
に
対
し
、
そ
の

実
情
を
踏
ま
え
た
生
活
の

支
援
を
行
う
観
点
か
ら
、

児
童
１
人
当
た
り
５
万
円

を
支
給
す
る
子
育
て
世
帯

生
活
支
援
特
別
給
付
金
を

計
上
し
ま
し
た
。

　

そ
の
財
源
は
全
額
、
国

か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
強
化
交
付
金
で

す
。 議

案
第
64
号

議
案
第
65
号

　

８
月
２
日
、
令
和
３
年
第
３
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
議
案
２
件
が
提
案
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

子
育
て
世
帯
に
対
す
る
給
付

金
に
つ
い
て

議　　案　　名

採
決
結
果

五
十
嵐 

芳
道

馬
場　
　

浩

川
島　
　

進

湯
田　

芳
博

室
井　

英
雄

渡
部　

訓
正

丸
山　

陽
子

湯
田　

良
一

大
桃　

英
樹

湯
田　
　

哲

高
野　

精
一

山
内　
　

政

菅
家　

幸
弘

星　
　

光
久

楠　
　

正
次

木 の 町 コ ミ ュ ニ テ ィ 館 ( 仮

称 ) 建 設 事 業 建 築 主 体 工 事
可 

決 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

「○＝賛成」「●＝反対」「欠＝欠席」　　　※議長は採決に参加しません。

採　決　結　果 賛成 14   反対 1  で 「可決」

　
　
　

子
育
て
世
帯
生
活

　
　
　

支
援
特
別
給
付
金

事
業
対
象
で
あ
る
、
低
所

得
の
具
体
的
な
基
準
は
。

議
員
の

質
問

　
　
　

令
和
３
年
度
の
住

　
　
　

民
税
の
均
等
割
が

非
課
税
の
世
帯
で
す
。

　
「
子
育
て
世
帯
」
と
は

３
月
31
日
現
在
で
18
歳
未

満
の
お
子
さ
ん
の
養
育

者
、
具
体
的
に
は
、
高
校

生
以
下
の
お
子
さ
ん
を
扶

養
し
て
い
る
世
帯
で
す
。

　

ま
た
、
令
和
2
年
中

の
所
得
で
住
民
税
非
課
税

で
は
な
か
っ
た
家
庭
の
場

合
で
も
、
令
和
3
年
1

月
か
ら
の
収
入
が
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
減
少
し
た
場

合
、
申
請
し
、
審
査
を
受

け
る
事
で
対
象
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
質
疑

※
第
３
回
臨
時
会
の
詳
細
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
左

記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り

ご
覧
く
だ
さ
い
。

南会津町議会中継

【YouTube】

議
員
の

質
問

議
員
の

質
問

執
行
部

答
弁

執
行
部

答
弁

執
行
部

答
弁
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総 務 委 員 会

産 業 建 設 委 員 会

文 教 厚 生 委 員 会

議 会 広 報 委 員 会

議 会 運 営 委 員 会

委  員  長　大桃　英樹
副委員長　湯田　良一
委　　員　馬場　　浩
委　　員　湯田　　哲
委　　員　星　　光久
委　　員　室井　嘉吉

【所管事務】
◆総務課 ･ 総合政策課・税務課
　商工観光課・会計室の業務
◆選挙管理委員会・監査委員の
　業務
◆各総合支所に関連する業務

委  員  長　渡部　訓正
副委員長　室井　英雄
委　　員　湯田　芳博
委　　員　高野　精一
委　　員　菅家　幸弘

【所管事務】
◆農林課 ･ 建設課・環境水道課
　の業務
◆農業委員会の業務
◆各総合支所に関連する業務　

委  員  長　丸山　陽子
副委員長　川島　　進
委　　員　五十嵐芳道
委　　員　山内　　政
委　　員　楠　　正次

【所管事務】
◆住民生活課・健康福祉課の
　業務
◆教育委員会の業務
◆各総合支所に関連する業務

委  員  長　室井　英雄
副委員長　五十嵐芳道
委　　員　馬場　　浩
委　　員　川島　　進
委　　員　渡部　訓正
委　　員　大桃　英樹

【所管事務】
◆議会の広報に関する業務
◆議会中継に関する業務

委  員  長　山内　　政
副委員長　高野　精一
委　　員　馬場　　浩
委　　員　渡部　訓正
委　　員　丸山　陽子
委　　員　大桃　英樹

【所管事務】
◆会議日程や議事進行の調整
◆議長の諮問に対する答申
　

組 合 議 会 の 構 成
南会津地方広域市町村圏組合議会議員

川島　　進　　　湯田　芳博

湯田　　哲　　　山内　　政

菅家　幸弘　　 　室井　嘉吉

南会津地方環境衛生組合議会議員

五十嵐芳道　　　馬場　　浩

室井　英雄　　　 丸山　陽子

高野　精一　　　 室井　嘉吉

議員定数と議員報酬に関する特別委員会

◎ 楠   正次　 〇 大桃　英樹

 川島　　進　　室井　英雄

 渡部　訓正　　丸山　陽子

 湯田　良一　 ※◎委員長 〇副委員長

特 別 委 員 会

ー 5 月から議会の構成が新しくなりました ー
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委 員 会 活 動 報 告

総

務

委

員

会
大
桃
英
樹
、
湯
田
良
一
、
馬
場　

浩
、

湯
田　

哲
、
星　

光
久
、
室
井
嘉
吉

◆
調
査

　

総
務
委
員
会
で
は
、
総
合
政
策
課
よ

り
８
月
４
日
に
『
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
計
画
』
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
同

計
画
の
目
的
や
策
定
す
る
こ
と
の
意

義
、
内
容
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
８
月
12
日
に
は
同
計
画
に

対
す
る
疑
問
や
意
見
を
ま
と
め
、
要
望

事
項
を
集
約
し
ま
し
た
。

１
．
計
画
の
目
的
と
趣
旨

　

こ
の
計
画
の
目
的
は
過
疎
地
域
の
総

合
的
・
計
画
的
な
対
策
を
講
ず
る
た
め

同
計
画
を
策
定
し
、
地
域
の
持
続
的
な

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
で
す
。

 

こ
の
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
で
以
下

の
財
政
支
援
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

①
国
の
負
担
ま
た
は
補
助
の
割
合
の
特
例

　

②
国
の
補
助
等

　

③
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
た
め
の

　

地
方
債

　

④
資
金
の
確
保
等

　

前
記
の
う
ち
、
最
も
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
は
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
た
自
治
体

は
負
担
の
少
な
い「
過
疎
対
策
事
業
債
」

の
発
行
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
こ

と
で
す
。

２
．
過
疎
対
策
事
業
債
と
南
会
津
町　

　
「
過
疎
対
策
事
業
債
」
は
充
当
率

１
０
０
％
、
元
利
償
還
金
の
70
％
が
普

通
交
付
税
の
基
準
財
政
需
要
額
に
算
定

さ
れ
る
、
過
疎
地
域
に
と
っ
て
有
効
な

地
方
債
で
す
。

　

町
の
令
和
２
年
度
決
算
の
地
方
債
総

額
は
約
１
６
９
億
５
千
万
円
で
す
が
、

こ
の
う
ち
約
51
億
２
千
万
円
が
過
疎
対

策
事
業
債
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
事
業
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

福
島
県
内
で
は
59
市
町
村
の
う
ち
29

町
村
が
過
疎
地
域
の
指
定
を
受
け
て
お

り
、
南
会
津
町
の
同
地
方
債
の
残
高
は

県
内
で
も
上
位
に
位
置
し
ま
す
。

３
．
計
画
の
内
容

　

町
で
は
、
計
画
の
基
本
的
方
針
を
総

合
振
興
計
画
に
基
づ
き
、「
集
ま
る
」「
育

む
」「
輝
く
」
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

移
住
定
住
や
産
業
振
興
、
子
育
て
環
境

の
確
保
、
高
齢
者
福
祉
の
向
上
、
教
育

振
興
、
集
落
の
整
備
な
ど
13
の
事
項
で

構
成
さ
れ
ま
す
。

◆
所
見
と
総
括

　
「
過
疎
対
策
事
業
債
」
は
過
疎
化
や

少
子
高
齢
化
が
進
行
し
、
自
主
財
源
に

乏
し
い
自
治
体
に
と
っ
て
地
域
振
興
を

図
る
た
め
に
極
め
て
有
効
な
財
源
の
一

つ
で
す
。

　

令
和
２
年
度
当
町
で
は
、
さ
ゆ
り
荘

建
設
事
業
、
御
蔵
入
交
流
館
設
備
改
修

事
業
、
林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ

デ
ル
事
業
な
ど
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

同
計
画
は
13
の
事
項
で
構
成
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
該
当
す
る
計
画
な

ど
か
ら
現
在
町
が
計
画
し
て
い
る
事
業

が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
掲
げ
ら

れ
た
事
業
が
過
疎
対
策
事
業
債
の
適
用

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、

総
務
委
員
会
で
は
計
画
の
策
定
過
程
を

質
す
と
と
も
に
、
計
画
の
進
め
方
に
着

目
し
、
記
載
す
べ
き
事
業
の
漏
れ
が
な

い
か
を
重
点
的
に
検
証
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
左
記
の
点
に
つ
い
て
委

員
か
ら
提
案
・
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

【
指
摘
・
提
案
事
項
】

　

①
川
島
〜
中
荒
井
農
道
新
設
事
業

　

②
南
郷
体
育
館
改
修
工
事
事
業

　

③
空
き
家
対
策
事
業

　

④
人
材
育
成
事
業

　

⑤
首
都
機
能
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
構
想

　

⑥
新
規
事
業
や
緊
急
性
を
伴
う
事
業

　

の
執
行
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
の
対

　

応
は

　 令 和 ２ 年 度 末 起 債 残 高　『令和２年度 決算概要』第10表  地方債目的別残高から抜粋� （単位：千円）
区 分 令和元年度末現在高 令和２年度借入額 令和２年度償還額(元金) 令和２年度末現在高

一 般 公 共 事 業 債 10,561 2,733 7,828 
公 営 住 宅 建 設 事 業 債 43,431 18,239 25,192 
災 害 復 旧 事 業 債 571,983 121,900 78,805 615,077 
（旧）緊急防災・減災事業債 227,603 73,436 154,168 
全 国 防 災 事 業 債 139,985 8,883 131,101 
教育・社会福祉施設等整備事業債 45,963 6,605 39,358 
一 般 単 独 事 業 債 5,508,050 617,500 397,068 5,728,482 
過 疎 対 策 事 業 債 4,045,430 1,457,500 382,712 5,120,219 
財 源 対 策 債 26,240 4,164 22,076 
減 収 捕 て ん 債 19,830 19,830 
減 税 補 て ん 債 28,903 8,047 20,856 
臨 時 財 政 対 策 債 4,989,455 233,120 466,121 4,756,454 
公 有 林 整 備 事 業 債 65,618 7,908 57,711 
介護サービス施設整備事業債 255,424 18,554 236,869 
一 般 会 計 出 資 債 19,300 3,875 15,425 

合 計 15,977,946 2,449,850 1,477,150 16,950,646 
※令和２年度償還額は元金のみを記載。この他に利子が68,392千円あります。
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U・I ターンの方を紹介した、前号までの「町民の声」に変わり、
今号からは町内の元気な子どもたちを紹介します。
今回は田島小学校を訪問しました。

田島小学校鼓笛隊 主指揮者

梶 山 結
ゆ う り

里さん（6 年）

　

主
指
揮
者
と
し
て

　

ど
ん
な
こ
と
が
大

変
で
し
た
か
？

Q

20

〇議会を傍聴する手続きは簡単です。
　本庁 3 階の議場傍聴席入り口で住所と氏名を書くだけです。

議 会 を 傍 聴 し て み ま せ ん か
次 回、 第 4 回 定 例 会 1 2 月 1 0 日 ( 金 ) 開 会 予 定

議会広報委員会
委 員 長 室井　英雄
副 委 員 長 五十嵐芳道
委 員 馬場　　浩

川島　　進
渡部　訓正
大桃　英樹

　 は ば た け ！　　

南会津の子供たち

　

練
習
時

　

間
の
確

保
に
苦
労
し
ま
し
た
。

梶
山
さ
ん

　

結
里
さ
ん
の
将
来

　

の
夢
は
？

Q

　

学
校
の

　

先
生
に

な
り
た
い
で
す
。

梶
山
さ
ん

　

コ
ロ
ナ
禍
で
全
員

　

で
集
ま
る
こ
と
が

難
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
練
習
時
間
は
ど
う
確

保
し
ま
し
た
か
？

Q

　

授
業
前

　

や
、
お

昼
休
み
な
ど
、
合
間
を
み

て
各
自
練
習
し
ま
し
た
。

梶
山
さ
ん

　

今
回
の
パ
レ
ー
ド

　

で
今
年
の
活
動
は

終
了
し
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。

　

ほ
か
に
発
表
の
場
は
あ

り
ま
し
た
か
？

Q

　

２
年
ぶ

　

り
に
開

催
さ
れ
た
運
動
会
で
す
。

　

楽
し
み
に
し
て
い
た
の

で
、
出
来
て
ほ
っ
と
し
ま

し
た
。

梶
山
さ
ん

９月 21 日に行われた秋の交通安全パレードで、田島
小学校鼓笛隊の主指揮者（表紙写真の中央）を務めた
梶山 結理さん (6 年 ) に、話を聞きました。

秋晴れの中、6 年生 33 名、5 年生 42 名、計 75 名参加しました。（写真の撮影、提供は高橋校長先生）

副指揮者 星　菜
さい

さん (6 年 ) 副指揮者 小椋杏
あ の ん

音さん (6 年 )副指揮者 大野桜
さ く ら

空さん (6 年 )

〇会議の様子は、You Tube でもご覧いただけます。
※スマートフォンをお持ちの方は、右記のQRコード読み取り
から直接リンクにアクセスし視聴できます。

南会津町議会中継【YouTube】

　

田
島
小
学
校
の
活
動
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
左

記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取

り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

田島小学校ＨＰ
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